
地図記号をおぼえよう地図記号を覚えよう 地形図の読みとり方

等高線と断面図

縮尺の計算問題 入試問題にチャレンジ

解答

尾根と谷
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等高線図と断面図

断面図を書いてみよう
等高線は５万分の１の地形図では２０ｍおきに、

２万５千分の１の地形図では 10ｍおきに引かれています

尾根と谷

縮尺の計算問題

①実際に２ｋｍの距離は 2万 5千分の１の地図では何ｃｍになるか

②実際に 5ｋｍの距離は 5万分の１の地図では何ｃｍになるか

③2万 5千分の１の地図での 2ｃｍは実際には何ｋｍになるか

④５万分の１の地図での 3ｃｍは実際には何ｋｍになるか

ポイント①単位に気を付ける！　1km＝1000m　1m＝100cm

ポイント②1:25000 と と 2万 5千分の１は同じ意味
25000
1
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静岡県高校入試社会予想問題

(1) 地図 1の　　　は日本アルプスの山脈の 1つである。この山脈の名称をア～エの中から１つ選びましょう。

(2) 図 1 の地図から読み取れることで正しく述べているものをア～エの中から 1つ選びましょう。

(3) 資料 1は日本の主な農作物の県別ランキングです。□には地図 1で示した A～ Dのうち同じも県がはいります。□に入る

県を A～ Dから 1つ選び記号で答えましょう。またその県名を書きましょう。

(4)D の県など東京湾の臨海部には火力発電所が多いが、火力発電所が臨海部に多い理由をこたえましょう。

(5)B 県が生産量全国一位である高原地帯の冷涼な気候をいかして盛んに栽培されている農作物はなにか？

(6)A 県でもみられる川に囲まれた標高が低い地域では洪水を防ぐため地域を輪のように囲んで洪水をふせぐ堤防が築かれて

きました。その堤防をなんというでしょう？

ア　飛騨山脈　　イ　木曽山脈　　ウ　越後山脈　　エ　赤石山脈

ア　東側は西側に比べて傾斜がゆるやかで広葉樹林が広がっている。
イ　東側は西側に比べて傾斜がゆるやかで針葉樹林が広がっている。
ウ　西側は東側に比べて傾斜がゆるやかで広葉樹林が広がっている。

エ　西側は東側に比べて傾斜がゆるやかで針葉樹林が広がっている。

地図１
図 1 資料 1

お茶
第一位　静岡県

第二位　鹿児島県

第三位　三重県

みかん
第一位　和歌山県

第二位　静岡県

第三位　愛媛県

日本の主な農作物の県別ランキングTOP３

(1) 図 1 の地図から読み取れることで正しく述べて

いるものをア～エの中から 1つ選びましょう。

(2) 図 1 は 25000 分の 1の地図である。A地点から

B地点まで定規で測ったところ 2cmだった。実際の

A地点から B地点までの距離は何 kmになるでしょう

ア　東側は西側に比べて傾斜がゆるやかで広葉樹林が広がっている。

イ　東側は西側に比べて傾斜がゆるやかで針葉樹林が広がっている。

ウ　西側は東側に比べて傾斜がゆるやかで広葉樹林が広がっている。

エ　西側は東側に比べて傾斜がゆるやかで針葉樹林が広がっている。
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①1:25000=▢：200000cm（2㎞を㎝に直して考えましょう）と比で考えます。
これを解くと▢＝8㎝となります。

(1) ア (2) 1：25000＝2：□　□＝50000cm⇒500m⇒5km

②1:50000=▢：500000cm（5㎞を㎝に直して考えましょう）これを解いて
▢＝10㎝となります。
③1:25000=2cm：▢　これを解くと▢＝50000となります。
しかしこれは㎝なので50000㎝＝500m＝0.5㎞が正解となります。
④1:50000=3cm：▢　これを解くと▢＝150000となります。
これを㎞に直して1.5㎞が正解となります。


